


























朝倉氏当主    一乗谷奉行人    坂井郡・吉田郡・足羽郡
  　       府中両人  丹生郡・今立郡・南条郡
    敦賀郡司　    敦賀部
    大野郡司（中断あり）  大野郡



































































年　　　代　　　　 補　任　者  補任内容　被補任者　 典　　拠　　
正安 3 （30） 6 . 3 ＊執当角鹿 刀・手浦秦正吉 秦実  号
正安 4 （302）0.23 ＊執当前出羽守 刀・手浦秦実安 秦実 3 号
正安 4 （302） ＊執当前出羽守 権・手浦秦（実安） 秦実 5 号
嘉元 2 （304）0.2 ＊執当前出羽守 権・（手浦）秦真安 秦実 6 号
正和  （32） 9 　執当前山城守 大・手浦大郎刀祢子 秦実 7 号
元応  （39）0.2 ＊執当前山城守 刀・大・手浦安大郎 秦実 9 号
康永 3 （344） 6 .0 　執当角鹿 刀・手浦乙法師 秦実号
至徳 2 （385） 2 .2 ＊執当角鹿 刀・手浦秦実正 秦実4号
正長  （428） 8 .0 　実雄 刀・手浦左衛門九郎 秦実5号
宝徳 3 （45） 8 .吉 ＊執当角鹿親衡 刀・縄間浦親信 滋賀大附属史料館
享徳 2 （453） 8 ＊執当角鹿親衡 刀・手浦左衛門五郎 秦実6号
文亀  （50）閏 6 .23 ＊執当角鹿 刀・手浦左衛門五郎 秦実9号
永正 3 （506） 5 . 5 ＊執当角鹿親雄 刀・手浦（名欠く） 秦実20号
享禄 5 （532） 7 .吉 ＊執当大中臣教親 刀・手浦実次 秦実2号
天文 9 （540）0.吉 　執当大中臣教親 刀・江良浦彦次郎 刀根春次郎 9 号
天文5（546） 6 .2 ＊執当大中臣教親 刀・手浦近次 秦実28号
天文20（55） 9 . 8 ＊執当大中臣景親 刀・沓浦実在 山本宗右衛門  号





































高経    義将  義重（義教）    持有    義豊 
            義淳  義郷  義健  義敏  義良（義寛）
    義種  満種　　 持種　　 義敏





















































































































































































































⑥明応 7（498）. 9   景儀が劔社神領山林の禁制を発する（同20号）。
⑦享禄 4（53）.閏 5   景良（兵庫介か）が貞友次郎兵衛の天王社の座配を裁許する（進士正家文
書 5号）。＝花押1
⑧天文 4（535）. 8   景良が永正7年（520）の大王丸右衛門堀田詫状に裏封を加え千手院領た
ることを保証する（山内秋郎家文書 3号）2）。＝花押2
⑨本所方北分において年貢収納・名田安堵などを行う人物。
（A）天文 7（538）. 4 . 3   　　本庄本所方赤井谷山岸名の名主職を紺屋左衛門次郎に宛行う（山
　　岸長家文書 3号）。＝花押3




（D）永禄 6（563）. 3 . 9   　　千田村浄円分につき、その地の買得者に安堵が成されているの
　　で、この地を除く代わりに公事を月別 5日免除する（同 7号）。
　　＝花押6




















































































































































2 ）『福井県史』通史編  、原始・古代、336頁。
3 ）河村昭一「朝倉氏の敦賀郡支配について」『若越郷土研究』20－  、975年。
4 ）気比社領に関しては外岡慎一郎「中世気比社領の基礎的考察」『福井県史研究』号（993年）を参照されたい。
5 ） 以下において『福井県史』資料編 2 ～ 9 より史料を引用するときには巻数を注記することを省略し、文書番号の
みを記す。
6 ） 外岡慎一郎「中世気比社神人とその周辺」『福井県史研究』4号、996年。
7 ） 松原信之「朝倉光玖と大野領」『福井県地域史研究』 5 号、975年。河村昭一「南北朝期における守護権力構造












































24） 講演の時には花押 4から 7を 2 人と見る可能性もあるとしたので、この系図も二通り作成したが、今はその必要
性はないと判断した。
25） 宮川満「室町後期の土地関係－越前国織田庄を中心に－」日本史研究会史料研究部会編『中世社会の基本構造』
所収、959年。河村昭一「戦国大名朝倉氏の領国支配と名体制」『史学研究』23号、974年（戦国大名論集 4 『中
部大名の研究』吉川弘文館、983年、に再録）。古田憲司、前掲論文。
　　　　＜附記＞　朝倉一族の花押を講演レジメと本稿に掲載することを許可された文書所蔵者の方々に感謝します。
　　　　　　　　　なお掲載許可について福井県文書館の坪川敏幸氏のお世話になりました。
